	南臺科技大學108學年度第1學期課程資訊

	課程代碼
	E0D36A01

	課程中文名稱
	實用日語會話(一)

	課程英文名稱
	Practical　Japanese conversation

	學分數
	1.0

	必選修
	管制選修

	開課班級
	四技日語四甲 四技日語四乙

	任課教師
	黑羽夏彥 

	上課教室(時間)
	週三第5節(N501)

週三第6節(N501)

	課程時數
	2

	實習時數
	0

	授課語言1
	日語

	授課語言2
	

	輔導考照1
	

	輔導考照2
	

	課程概述
	ビジネスの場面における最も基本的な場面の会話を、丁寧な表現をつかって行う練習をします。

	先修科目或預備能力
	日本語能力試験N2

	課程學習目標與核心能力之對應
	※編號 , 中文課程學習目標 , 英文課程學習目標 , 對應系指標

--------------------------------------------------------------------------------------

1.ビジネスの場面における、最も基本的な場面での会話を、適切な表現を使って行えるようになる。 

 , -- , 4 報告溝通

2.日本の社会において求められる基本的知識やマナー、習慣などを理解する。 

 , -- , 9 適應社會

3.日本企業において求められる習慣やマナーを理解するとともに、日本企業で働く心構えを理解する。 

 , -- , 7 企業倫理

4.ビジネスの場面で使われる単語や表現を習得する。 

 , -- , 1 日語應用

5.就職活動の際に必要なマナーや表現を身に着ける。 

 , -- , 9 適應社會

	中文課程大綱
	本課程は、日本語の中級～上級レベルの会話トレーニングのための授業です。ビジネス場面を想定した授業を行います。敬語の基本、ビジネスマナー、一般常識などを学ぶほか、名刺交換、電話、依頼、謝罪などの具体的な場面を想定した訓練を行います。

	英/日文課程大綱
	本課程は、日本語の中級～上級レベルの会話トレーニングのための授業です。ビジネス場面を想定した授業を行います。敬語の基本、ビジネスマナー、一般常識などを学ぶほか、名刺交換、電話、依頼、謝罪などの具体的な場面を想定した訓練を行います。

	課程進度表
	ビジネス会話とプレゼン（発表）練習の二つを中心に授業を行います。スケジュールは下記の通りです。
第1課（9月11日）　ガイダンス
第2課（9月18日）　ビジネス会話（指示を受ける／謝罪）
第3課（9月25日）　ビジネス会話（会社訪問1）
第4課（10月2日）　ビジネス会話（会社訪問2）
第5課（10月9日）　ビジネス会話（電話応対1）
第6課（10月16日）　ビジネス会話（電話応対2）
第7課（10月23日）　礼儀動作練習／プレゼンの説明
第8課（10月30日）　中間試験（口頭試験）
第9課（11月6日）　中間試験（口頭試験）
第10課（11月13日）　プレゼン（企画提案）
第11課（11月20日）　プレゼン（企画提案）
第12課（11月27日）　プレゼン（企画提案）
第13課（12月4日）　プレゼン（企画提案）
第14課（12月11日）　プレゼン（企画提案）
第15課（12月18日）　ビジネス会話復習／礼儀動作練習
第16課（12月25日）　期末試験（口頭試験）
第17課（1月1日）　元旦休み
第18課（1月8日）期末試験（口頭試験）


	教學方式與評量方法
	※課程學習目標 , 教學方式 , 評量方式

--------------------------------------------------------------

ビジネスの場面における、最も基本的な場面での会話を、適切な表現を使って行えるようになる。 

 , 課堂講授實作演練分組討論 , 口試口試口頭報告

日本の社会において求められる基本的知識やマナー、習慣などを理解する。 

 , 課堂講授實作演練 , 口試口試

日本企業において求められる習慣やマナーを理解するとともに、日本企業で働く心構えを理解する。 

 , 課堂講授實作演練 , 口試口試口頭報告

ビジネスの場面で使われる単語や表現を習得する。 

 , 課堂講授 , 口試口試口頭報告

就職活動の際に必要なマナーや表現を身に着ける。 

 , 課堂講授實作演練 , 口試口試非課堂展演非課堂展演

	指定用書
	書名：特になし
作者：

書局：

年份：

ISBN：

版本：

	參考書籍
	特になし

	教學軟體
	特になし

	課程規範
	・授業はすべて日本語で行いますので、みなさんも積極的に日本語で話してください。
・授業を欠席した場合、どのような事情があっても、基本的に「欠席」として記録します。「公假」「病假」などの申請は各自の責任で行ってください。
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